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疼痛関連顎関節症

筋の境界を越えて痛みが拡大
［筋, E9］

診察者が痛み部位を特定 ［E1a］

筋 痛

関連痛を伴う筋筋膜痛

顎関節症による頭痛

側頭筋領域の頭痛（あらゆるタイプ） ［SQ5］
かつ

顎運動，機能運動またはパラファンクションで
頭痛が変化 ［SQ7］

いつもの頭痛：開口時 または
前方・側方運動, または
側頭筋の圧痛検査
［側頭筋, E4, E5, 
または E9から］

［筋痛の細分類へ］

病
歴

各
青

枠
四

角
か

ら
始

め
る

（
先
に
左
上
，
次
に
右
上
）

診
察

診
断

(1) いつもの痛み：
開口時 ［関節, E4］

または
前方・側方運動時

［関節, E5］
または

顎関節の圧痛検査
［関節, E9］; 

かつ
(2) 部位を特定［E1a］

関節痛

はい

他の疼痛疾患
を精査

いいえ

いいえ

他の頭痛診断ではうまく
説明されない頭痛
［症状のレビュー］

(1) いつもの痛み：開口時 ［筋, E4］
または 咀嚼筋圧痛検査（2秒間）

［筋，E9］; 
かつ

(2) 部位を特定 ［E1a］

はい

診察者が側頭筋領域に
頭痛を特定 ［E1b］

拡散を伴う筋筋膜痛

局所性筋痛

刺激（触診）領域を越えて
痛みが拡大 ［筋, E9］

他の疼痛疾患
を精査

［偽陰性を除外
するため］

いつもの痛み，咀嚼筋圧痛
検査（5秒間） ［筋, E9］

［はい = 咀嚼筋］ ［はい = 顎関節］
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筋痛あるいは関節痛の診断限局性疼痛 ［SQ3］
かつ

顎運動，機能運動またはパラファンクションで
痛みが変化 ［SQ4］

顎関節症による頭痛



顎関節円板障害
臨
床
診
断

他の疾患を精査

変形性顎関節症

診察者がクレピタスを検知
［E6 または E7］

病歴で顎関節雑音の存在 ［SQ8］
または

診察時に患者が雑音を自覚
［E6 または E7］

開口制限を伴う間欠ロック
［SQ11 = はい

かつ SQ12 = いいえ］

復位性関節円板転位

間欠ロックを伴う
復位性関節円板転位

閉口位における顎のロック
の既往 ［SQ9］

かつ
咀嚼困難 ［SQ10］

強制最大開口
≧ 40mm 

（垂直被蓋を含む）
［E4C］

開口制限のある
非復位性関節円板転位

開口制限のない
非復位性関節円板転位

診察時に認める場合：
マニピュレーションで開口制限

を解除 ［E8］
それ以外は ‘はい’へ

開口時および閉口時クリック ［E6］
または

［ 開口時または閉口時クリック［E6］
かつ

側方運動時または前方運動時の
クリック ［E7］ ］

画
像
検
査

必要な場合MRIで確定診断
必要な場合CTで確定診断

病
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病歴で顎関節雑音の存在
［SQ8］
または

診察時に患者が雑音を自覚
［E6 または E7］

変形性顎関節症

他の疾患を精査
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いいえ
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